






































































の機銃があつてさつきまで猛烈にわが渡河部隊を側射してゐたんだ、ところがけふ俺たちがやつと架橋を終るとその舟が動き出した、人は誰も乗つてゐない これが渡河橋に向かつて流れてくるんだ 畜生、渡河橋切断の作戦だ、地団太ふんだ時はもう重い舟の力で架けたばかりの渡河橋 真二つ 切れてしまつた、みな泣いたぞ もうかうなれば最後まで るより他はない、中止は日本軍の面目にかけて絶対に出来ない、忽ち三十六名の決死隊を選んで歯がみしてくやし つてゐる田中部隊長に告げると、同部隊長は「水野同情するぞ」と一声だけいつてく た、もうわかつた、部隊長は俺たちの決死の作業 心の中で合掌してゐることがわかつた だ、 達三十六名は真ツ裸にな てザンブ
く
蘇州河に飛び込んだ、飛沫をあげて落下する敵弾下に、



















夕刻過ぎに至り同部隊の大部分は渡河を完了して川の左岸に進出した、此戦闘において敵は多数の戦死者 出し弾薬、軍馬等を遺棄 まゝ敗走したが我軍にも相当の 傷者ある見込みである。
十八日の記事には、 「永定河敵前渡河」の見出しで大きく写真が
掲載されており、 「胸を没する濁流を衝いて決死の敵前渡河を敢行する我歩兵部隊」との説明が付されている。写真の手前中央には、馬から降り、身を屈めて渡河する日本兵の姿が、画面奥には、腰まで水に浸かった無数の敵兵が、銃を構える姿が写っている。一発触発、といった、緊迫した雰囲気 写真である。そ 緊迫感が、 「息もつかず」という初句の語勢にあらわれてい
白黒写真のため、水面の様子はわかりづらいが、記事の「濁流を






























と落ちて来る、本当にこの世 地獄だ、然しこれ きのことで負けて堪るか、少しも動けない 腰 下は埋まつてゐる
擬音語や口語の使用、句点を使わず、読点のみで文を繋いでいく























































































































































































大冊河わたれる兵の頸までも浸すとききて吾れ立ちあるく土嚢かつぐ兵目のまへに轉びしときおもほえずわ の聲が出でたり弾薬を負ひて走れる老兵がいひがたくきびしき面持ちせるもおびただしき軍馬上陸のさまを見て私の熱 涙せ あへ
この四首は、いずれもメディアを通して知り得た情報をもとにし







観念で彩られ、解釈されて、感動や勢いとなっている。例えば三首目、 「あた しきうづの光」は実際に見えてい のではなく、日本の正義や偉大さを「光」と喩えて言っているのであ 。その光が東亜細亜全体に広がり、差しそめている と う、虚構の情景を歌ったものである。これは、皇国を賛美する観念が生み出した作で、歌の対象となるものもなけ ば 対象 いのちや、自己 いのちも表現されていない。
戦争報道を歌の対象とした場合、茂吉はそれを種として、イメー




















純粋で、報道内容を疑うことを知らない いうことに気付く。むしろ、それを積極的に感受、肯定し 感動 いる。操作された戦争報道の前に、茂吉も例外なく 戦争に取り込まれていったのである。
茂吉は戦争報道を疑うことを知らず、自ら進んで軍国主義に染
まっていった。愛国歌人として戦争に関わった茂吉に対す 数々批判は、免れないものであり、茂吉には戦争に加担した責任がある。しかし一方で、当時 メディアのあり方を考慮に入れるこ なく戦争歌を批判する姿勢にも、問題がないとは言い切れない。 『寒雲』の戦争歌を読むとき 茂吉 とっての戦争が、政府や軍 よってつくられ、美化されたものであったことも忘れてはな ない。
以上のことから、第一の疑問については、当時のメディアそのも






































売ニュース」で、前身である「読売新聞発声ニュース」を含めて、ほぼ欠号なく一六四号まで保存されて る。また、朝日新聞系のフィルムも多く、 「朝日世界ニュース」は当初のころ 分で欠号が目立つ（略）このほか、 （略） 「同盟ニュース」 「東日大毎ニュース」などは、時期的に集中して残ってはいるが、欠号もかなり多い状況である。
　
本稿では、状態が良好で、欠号の少ない読売ニュースを調査対象とした。
⑸
　『寒雲』短歌引用は、 『斎藤茂吉全集』第三巻（岩波書店
　
一九七四年）
に拠る。
⑹
　『斎藤茂吉選集 第十六巻（岩波書店
　
一九八一年）に拠る。傍点は
茂吉。
⑺
　
歌論の引用はすべて『斎藤茂吉選集』 （岩波書店
　
一九八一年）に拠る。
⑻
　
片野達郎「写生と実相観入」 （ 『国文学』
　
三八巻一号
　
一九九三年一
月）
⑼
　
小池光編『現代短歌ハンドブック』 雄山閣出版
　
一九九九年）
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